
(350型の場合)
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1.　土木構造物標準設計に合わせ、350・450・500・550のタイプがあります。

2.　中詰コンクリートにより地盤になじみ安定します。

3.　ブロック背面を連結プレートで連結することで一体性が増します。

4.　根石の位置決めを容易にするため、後部に突起を設けてあります。 円 円

5.　ブロック重量が、220～380ｋｇと軽量で、小型重機での施工が可能です。 円 円

6.　型枠の組立、解体が不必要で熟練工を必要とせず工期短縮できます。 円 円

7.　プレキャスト製品のため形状が安定しており、根石ブロックの据付が容易です。 円 円

8.　型枠が不要で、木材等の廃棄物を出しません。 円 円

円

①ブロックを据付するため、基礎 ②吊り金具を用いてブロックを重 ③必要に応じてブロック背面を連

材を投入し締固めます。 機にて吊り上げ据付けます。 結プレートにて連結します。

④ベース中詰部にコンクリートを ⑤コンクリート打設面にコテをか ⑥施工完了。

打設、締固めを行います。 け仕上げます。

IKベース（基礎ブロック）
ＮＥＴＩＳ登録製品　ＣＢ-100015-A

規格・仕様

従来技術 向上の程度

基準とする数量

諸雑費

-56.56経済性

中詰量（㎥/個)

0.077

608,289

4.0

388,541

新技術の内訳

数　　量

式 29,785

コンクリート 18-5-40 8.80 ｍ3 10,000 87,980

労務費の11％

人 21,500 96,470

人

38,007

33,098

人 17,000 103,201

21,600

30,888

36,036

48,620

10,399

57,036

365,000

式

日

25,200

17,000

15,665

ｍ3 7,300

39,885

1

1.43

人件費 普通作業員 6.07

諸雑費 1

人件費 型枠工 4.49

人件費

人件費

世話役

ブロック工

普通作業員

人

人

1.43

2.86人件費

労務費の9％

0.137

0.186

新技術

318

単　　　価 金　　　額

1.43

項　　　目

金　　　額単　　位 単　　　価

人

製品代

従来技術の内訳

項　　　目 規格・仕様

人件費

ＩＫベース　350型

施工手順

世話役

特殊作業員

1.76

1.67

数　　量

施工現場

人件費

特　　長
コンクリート 18-8-25 3.85 ｍ3 60,310

燃料費（軽油）バックホウ運転

100 m

工程

50

220260×460×1998

400×592×1998

61.9010.5

21,600人

単　　位

規格寸法（mm） 参考重量（kg/個)

19,800

381

名  称

350型

0.104300×502×1998 271

350×547×1998

450型

500型

550型

（１００m当り）
６．５日短縮


